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細胞分裂終期に起こる現象の一つである染色体の脱凝縮を遅延させることを試みた。ヒストン H 1 (以下 H1 と略
記)は染色体凝縮に関与していることが示唆されているので，分裂期の細胞に過剰量の H1 を注入しその影響を見た。
H1 分画はウシ胸線の核から過塩素酸により抽出した。これを SDS ゲ、ル電気泳動にかけ H1 の 2 つのサブタイプ，
H1A , H1B を精製した。得られた結果が確かに H1 に起因するものであること明らかにするために，ニワトリの H
1 を大腸菌で発現させ これを SDS ゲル電気泳動で精製したものも使用した。
3 mg/ml の精製 H1 を Rat Kangaroo 腎由来の細胞である PtK2 cell の prometaphase に注入し， 45 , 90 , 180 分
後にそれぞれ固定し ヘキスト染色で染色体を，抗チュープリン抗体，抗ラミンB 抗体(ラミン B は核膜の裏打ちを
している蛋白質である)を用いた間接蛍光抗体法で，それぞれ紡錘体及び微小管，核膜を染色した。対照としては，
H1 同様に低分子量で塩基性蛋白質であるチトクローム C を注入した。チトクローム C を注入した場合， 45 分以内
にヘキスト染色，抗チュープリン抗体染色，抗ラミン B 抗体染色ともに正常な， 2 個の娘細胞が観察された。 H1 を
注入した場合には， 45 , 90 分後では細胞のほぼ中央に並んだままで脱凝縮していない染色体が観察され，抗チュープ
リン抗体では紡錘体が，抗ラミン B 抗体では微小な頼粒が観察された。これらは正常な細胞分裂における metaphase










以上の結果は H1 A. H 1 B どちらのサブタイプでも，また組換え Hl を用いても同様に観察された。




造体は核膜前駆体と考えられるO これらの構造体に核蛋白質が輸送され得るかどうかを知るために， H 1 注入後 3 .......，
7 時間後に SV40 CSimian Virus 40) large T 抗原の核移行シグナル合成ペプチドを結合したウシ血清アルブミン
を注入し30分後に固定して，その局在を観察した。その結果，タイプB の構造体にのみ核蛋白質が局在することが判
明した。タイプBの構造体のなかには DNA を含まぬものが観察されることがあるが，そのようなものにも核蛋白質


















VIVO で解析した成果であることも高く評価できる O また，核膜形成の中間段階と考えられる構造体が同定されたこ
とは今後，核膜の構造と機能に関する研究が行われていく上で、重要な意味を持つと思われる。
以上の理由により 本論文は学位論文として十分価値があるものと認められるo
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